平成２３年度第１回ＭＣ専門委員会審議結果

■開催日時　平成２３年１０月１１日（火）１８時～
■開催場所　高知市総合あんしんセンター
■出席者数　２６名（うち１０名委任状）

１　審議事項

（１）事後検証票（案）について

　　　この書式は、事後検証事案のみの統一様式とする。

　　　基本的なルールとしては、高知県ＭＣ検証票および検証票の流れにあるように、搬送確認票については、現場で救急隊員が手書きのうえ収容先病院へ渡すこととする（控えは複写かコピー）。ただし、合意のもと地域の実情に応じた運用を否定するものではない。この搬送確認票の控え等を基に、検証票にパソコンでデータを入力し検証票を作成することとなる。

　　　次の点を修正、検討のうえ、再度各消防本部に書式（案）を確認してもらったうえ、専門委員長の判断を仰ぎ、それをもって高知県救急医療協議会に案として諮ることを承認した。
　　　なお、心肺停止の目撃欄の記入方法は、消防庁のウツタインの記入要領に沿って記載することが確認された。
①搬送確認票
・ＣＰＲの状況欄の処置内容にある「気道確保」は削除し、その下部分の空白の部分に記載するようにする。
・傷病者接触時所見欄にある項目は、できるだけ救急隊員の事務負担を軽減するため、記載順の見直しや削除できる項目、内容等がないかといったことについて再度見直しを行う。
（２）事例検討（検証票）について
　　　高知市より提出のあった３ケースについて、配布の検証票の概要を説明のうえ事例検討（意見交換）を実施した。
（３）その他

　　　①救急蘇生統計集計結果について

　　　　　消防庁より情報提供のあった、すでに公表済みの救急蘇生統計結果（Ｈ１７～２１年）の内容（全国版）について報告、併せて、未公表の本県の結果について報告のうえ、公表することとした。
　　　②平成２２年CPA検証票データの取りまとめ内容について

　　　　　救急救命処置実施基準（第１４検証票の集計）に基づき集計した、平成２２年の県内検証票のデータの取りまとめ内容について、報告された。
　　　③平成２３年度のクレジット認定の状況について

　　　　　今年度の救急救命士の再教育に関するクレジットの認定状況（２件）について報告された。
２　報告事項

（１）救急救命士の気管内チューブによる気道確保の実施のための講習及び実習への対応について
　　　ビデオ硬性挿管用喉頭鏡を用いた気管挿管を行うことができるように、「救命救急士の気管内チューブによる気道確保の実施に係るメディカルコントロール体制の充実強化について」及び「救急救命士の気管内チューブによる気道確保の実施のための講習及び実施要領について」が改正されたが、県内の消防本部では、来年度からビデオ硬性挿管用喉頭鏡を使用（導入）する予定がないことから、今年度中の講習の実施に向けて協議、救急救命処置実施基準の変更等は見送ることとした。
　　　なお、関連して、気道確保の器具としてカフにエアーを注入する必要のないラリンゲアルマスク（iジェルなど）が使用できるように、救急救命処置実施基準の見直し案を作成のうえ、専門委員長の判断を仰ぎ、それをもって高知県救急医療協議会に案として諮ることとした。

（２）「傷病者の搬送及び受入れの実施に関する基準」の見直し予定について

　　　平成２４年４月から運用開始予定の高知医療センター精神科病棟の整備に合せて、同基準の見直しを行う可能性があることについて報告された。
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